
宇大附属中学校では，現在様々な感染症防止対策を行っています。学校再開後，以前と同

じように生徒たちは元気に登校していますが，学校では新しい生活様式・授業様式を取り入

れ，少しでも生徒を感染症から守る工夫をしております。その一部をご紹介します。 

 

＜感染症を防ぐための工夫＞ 

・マスク・フェイスシールドの着用 

保健体育の授業などの例外を除き，マスク

の常時着用をお願いしています（暑さのた

め苦しさを感じるような訴えがあった場合

は，教室から一時退出させ，マスクを外させ

て様子を見るようにしています）。フェ

イスシールド（生徒は全員自分用のもの

を所持しています）は授業の中で対面す

る機会や時間が多い場合など，状況に応

じて使用しています。 

・適切な手洗い・うがい指導，および手指 

の消毒 

適切な方法・タイミングでの手洗いや

手指消毒の指導をしています。例えば，

登校後（公共交通機関を利用している生

徒もいます），食事の前後，トイレ使用

後，昼休みの後などです。消毒する機器

をそろえたり，水道にパーティションを手作

りで作ったりしています。 

 

 

 

 

 

 

・生徒の使用した教室やトイレの消毒 

生徒の下校後に行っています。 

・換気（かつ冷房） 

換気を常に行いつつ，熱中症予防のため冷房を使用 

しています。 

・教室の机の距離を可能な限り大きくとっています。 

 



・検温の徹底 

毎日の検温をお願いしています。現

在は生徒が登校時に昇降口でチェッ

クシートを確認しています。シートを

忘れてしまった生徒に関してはその

場で非接触式体温計を用いて測定し，

平熱の生徒のみが教室に入るように

しています。 

 

 

・昼食時の工夫 

昼食は弁当ですが，各自グループを作らず

前方に向く形で食事を取っています。マスク

を外すことで感染が特に心配される時間に

なりますので，生徒たちはしゃべらずに食事

を取っています。しゃべらないことが苦痛に

ならないよう，テレビ放送などで学友会の活

動等のライブ配信をしたり，音楽ビデオを視

聴したりしています。担任は生徒と対面して

生徒の様子を見ていますが，パーティション

を設定してビニールシート越しに対応して

います。 

・3密を避け，飛沫感染を防ぐ授業 

生徒同士が対面することなく授業ができるよう，通常とは異なるプログラムを進め

ている教科があったり，密になる場面を想定してフェイスシールドを用いたりしてい

ます。 



・モニターによる啓蒙活動 

フェイスシールドの消毒の仕方や，昼食時のマスクの扱い方，手洗いの方法などを，

昇降口前の一番目立つモニターでお知らせてしています。 

・保護者の送迎 お世話になっております。 


